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はじめに

12冊 目のブックレットとなる今回は、「いのる人びと一信仰と

祭リー」と題して、縄文時代から現代まで、豊かなみのりや家族

の幸せ、ときには戦いなどにたいして、さまざまな思いで祈った

人びとの歴史について長野県を中心にまとめてみました。

現代では、多くの人は霊魂の存在を信じない傾向にありますが、

以前の日本の社会においては心や魂は肉体から独立した存在であ

り、あらゆるものに霊魂の存在を信じるアニミズムや神道、ある

いは仏教を信じる人びとは霊魂の不滅を信じていたと考えられて

います。

縄文人は豊かな生活を実現させるための再生の祈りやまつりを、

水田稲作農耕が始まった弥生時代には豊作を祈り、収穫に感謝す

るまつりがおこなわれました。古墳時代になると有力者は古墳を

造り、王の葬儀が最大のまつりとなりました。古代になって、百

済から仏教が伝来すると国内でも寺院が建立されました。千曲市
もくどう

社宮司遺跡から日本で初めて出土 した六角木憧のようなものを拝

むことも平安時代末期には始まったようです。

また、長野県における代表的な仏教信仰としては善光寺信仰が

あり、諏訪信仰も古代から連綿と続き、現在でも盛大な祭りがお

こなわれています。

第二次世界大戦後は日本国憲法に掲げられた「思想 0良心の自

由」「信教の自由」のもと、祈りのかたちも多様になりました。

反面、物質主義優先ともいわれる現在において、祈りや祭りの衰

退も進んでいるのではないでしょうか。

文化の根本は宗教 (そ うきょう=根本の教え)と言われますが、

この冊子を通して、心を振り返り何かを学ばれることを願ってい

長野県立歴史館館長 瀬良
ます。

和征
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顔面把手付深鉢形土器

(山梨県北杜市教育委員会蔵)山 梨県津金御所前遺跡

土器の内側を向く顔は母親、胴部の顔は生まれ出ようとす

る子どもの顔である。胴部が膨らんた土器は煮炊きの道具

であると同時に神聖な妊娠した女神像として崇められたの

ではないたろうか。高さ57cm。

手形と足形の土版

(青森県埋蔵文化財調査セン

ター蔵)青 森県大石平遺跡
重要文化財

子ともの成長を願ってだろう

か、乳幼児の手と足の形を粘

土につけて焼いている。手の

長さ8 5cm。

◆縄文人の生活

縄文時代は狩りや漁、植物採集をおこ

なって生活をしていた時代です。縄文社

会は、狩猟採集活動に大きな影響を与え

る四季の変化と、人の誕生から死にいた

る通過儀礼 (人生儀礼)に ともなう時間

の流れがありました。

狩猟採集の成果は、そのときの気候に

大きく左右されます。縄文人たちは四季

により変化する自然のなかに神を見いだ

し、豊猟を祈ったり、感謝する呪術や儀

ネL・ まつりがありました。

人生儀礼では人の誕生や成人、結婚、

死者に対する縄文人の祈りや願いという

豊かな精神世界がありました。

◆「八レ」と「ケガレ」

縄文人の日日の生活は狩猟採集などの

日常的な411活「ケJと 、豊かな生活を実



狩猟文土器  (青森県埋蔵文化財調査センター蔵)青 森
県韮窪遺跡 青森県重宝
クマに向けられた弓矢は当時の狩猟を物語っている。

高さ26 2cm。

現させるための祈りやまつりをおこなっ

たり、結婚・出産などを祝う非日常的で

清浄な「ハレJ、 そしてけがや病気・死

という不77卜な「ケガレJに大きく分けら

れます。

ハレとケガレのときには、さまざまな

儀式、儀礼、呪いがあり、イエかムラの

どちらかの単位でおこなわれました。

とくにハレの日は普段とは違う特別な

場所で、晴れ着を着て、特別な器で特別

な料I里を食べ、仮面をかぶった人が登場

し、太鼓・笛などの楽器の音にあわせた

踊りなどをおこない、神と人とがかかわ

りながら特別な活動する「|で した。

甕を被せられて葬られた縄文人

(当館蔵)安曇野市北村遺跡
死者のケカレが地上に出ることを防くためか、腕と月ま]を 折

り曲けられ、頭音Бには甕かかぶせらllて いる.

推定身長159 6cm、 成人男性。

土面  (東京国立博物館蔵)波 田町権現台地籍 複製

土てつくられたお面。「ハレ」の日にかぶられたのたろうか。(宮 ド健 .司 )



神像筒形土器

(井戸尻考古館蔵)富士見町藤内遺跡 重要文化財
土器を抱きかかえるかのようにつけられた上半身の造形は、

神秘的でエジプトのツタンカーメンの棺を思わせる。頭は

蛇のような文様、その下に 2つに東ねられた髪の毛が表現

されている。腕の先と下半身は胴部の文様と一体化して土

器のなかにとけこんでいる。高さ55 7cm。

◆土器に描かれた神

縄文人が生みだした造形美のなかでそ

の心情や宗教心がもっともあらわれてい

るのが、柔らかい粘土でつくられた土偶

や土器です。数ある土偶のなかには大型

で完全な形で出土する神像的な土偶があ

り、土器のなかにも神をイメージさせる

ものがあります。神の姿はかならずなん

らかの人間的な属性をもっています。そ

れは人間が、神を人間の形として考える

以外には考えようがなかったからかもし

れません。

長野県から山梨県にかけては縄文時代

の中期に人面装飾付土器が多く出上 しま

す。これには特別な日の煮炊きに使われ

た人面付の深鉢形土器、酒をつくったり、

太鼓に使われた有孔鍔付十器、燈火具の

香炉形土器があります。

◆土器に表現された女と男

縄文時代の遺物には粘上や石でつくら

れた男性・女性の象徴があります。そこ

には新たな生命の誕生への想いやそれに

関連させた.霞饒への祈りや願いが込めら

れています。人面装飾付土器は胴部が膨

らんでいることから、土偶と同じように

妊娠した女神と考えられ、それにたいし

て三角形の頭をもつヘビは男神と考えら

れています。

土偶・土器、仮面などの造形、音楽、

踊りは、まつり・儀礼という一つの複合
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千曲市屋代遺跡群の奈

良時代の鳥形木製品

大阪府池上曽根遺跡の弥生時代

の鳥形木製品

(大阪府立弥生文化博物館蔵)

挟り込みがあり、背面には胴部に直

交する羽、腹部には悼を差し込むこ

とのできる穴があけられていること

から立てて使われたらしい。この鳥

の形態は古墳時代以降も受けつがれ

ていった。

長野市石川条里遺跡の古墳時代前期の鳥形木製品

(当館蔵)

弥生時代中期の銅鐸

(兵庫県桜ヶ丘 5号銅鐸 神戸市立博物館蔵)国宝

銅鐸の画材は鹿がもっとも多く、人や鷺がそれにつく。左

下の区画には魚をくわえている鷺、右下には自に入れた稲

穂を杵でつく人物が二人描かれている。

◆豊かな実りへの祈り

弥生時代になると本格的に水田稲作農

耕が開始されます。日本列島に住む人び

との間に新たな生活様式や精神文化が形

成されていきました。豊か実りへの祈り

は、弥生人の残 した道具をとおして読み

とれます。

鳥の形をした木製品は、東北アジアに

広がる習俗などから、穀物や祖先の霊を

招 く象徴と考えられています。銅鐸は

「まつりの鐘Jと して、打ち鳴らされた

ともいわれています。

大陸からの伝来当初は実用品も存在し

た青銅製の剣 0文・矛などの武器は、鉄

器の普及などとともに性格を変え、大型

化して祭器となりました。邪悪なものを

倒し、追い払うようなマツリに使われた

のでしょうか。



収穫のまつ り

(さ かいひろこ画

浅間縄文ミュージ

アム提供)御 代田
町誌歴史編上より

仮面をつけた司祭

者の女性の前に今

年の収穫物が集め

られ、ムラ人が集

まっている。

◆「赤い土器のクニ」の祈り

弥生時代後期、千曲川流域には煮炊き

に使う甕以外のすべての土器を赤 く塗る

独特な箱清水式土器がつくられました。

生命力に通じることなどから特別な象

徴とも考えられる赤色が、日常生活の中

で多く使われていたのです。

当時の米は赤米といわれています。赤

への固執は、やはりこの時期本格化した

稲の豊かな実りへの祈りとも関連するの

でしょうか。大型の壺や甕は幼児や乳児

を葬るための土器棺にも転用されていま

す。

凶作の不安と豊作への願いは、人びと

をまじないや占いへとかり立てます。鹿

の肩甲骨に熱く焼いた火箸を押しつけ、

それによってできるひびの入り方で吉凶

を判断する占いも大陸から伝えられ、盛

んにおこなわれました。  (水 沢教子)

長野市榎田・松原遺跡出土土器と赤米

(赤米は徳永哲秀氏提供 当館蔵)

千曲市生仁遺跡出土占いに用いた鹿の骨

(千山市教育委員会蔵)



松本市高宮遺跡 (松本市教育委員会蔵)

こく限られた範囲から高杯、 ミニチュア (手捏ね)
土器、多種多量の玉類、石製模造品、鉄鏃なとの鉄

器類、土製勾玉なとが出土した。
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長野市石川条里遺跡

遺物出土状況

(当館蔵)

神坂峠から木曽側をみる

(押野谷美智子氏寄贈 当
館蔵)

●新井大ロフ遺跡
●駒沢新町

石l11条里遺跡●
●屋代遺跡群

●青木下遺跡‖

入山峠▲

薔宮遺跡● 雨境峠▲ .
北西の久保遺跡

●―時壊古墳

▲神坂峠

古墳時代のおもな祭祀遺跡の分布

Ｎ①

,P∴ :晨 ⊃
l口 lll 三  ●

腕輪形石製品・ 碧玉製石製品

(当館蔵)長 野市石川条里遺跡

石川条里遺跡では幅13mの 溝や溝に囲まれた土坑から大量

の土器。本製品、古墳の副葬品を思わせる車輪石・石釧・

玉杖を含む装身具類、カラス小玉等か出土しています。豊

作への願いもしくは王位継承に関わる儀式の場所が推測さ

れている。

◆古墳と峠のまつり

古墳時代になると、地域のfl力 者 (11)

は大きな基 (1ll・墳)をつくりました。 11「

墳には埴輪が置かれ、 1:の 葬儀や交代の

儀式がおこわれました。

一方、交通や生産、水に関するまつり

が、ムラやムラを離れた峠の道、 |:イ iの

岩陰などでもおこなわれました。

神坂1中 (阿 tY村 )は 1野国 (美濃・岐

阜県)と の境にあり、シナノと畿内をつ

なぐ重要な道の難所にあたりました。こ

こからは、鏡・剣などをまねてつくられ

た石の模造 1早l(石製模造 IキII)が |||llし て

います。関東へ通 じる人山 (碓氷)峠 も

同様で、これらの峠では、旅の安全を祈

るまつりが、石製模造|llIを使って、おこ

なわれたのです。
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中野市新井大ロフ遺跡

(中野市教育委員会提供)

送水管の埋設工事中に大量の土器がみつかった。高

杯が多く、勾玉などの玉類も出土している。湧水地

点でおこなわれた農耕のまつりの跡と考えられる。

坂城町青木下遺跡 ‖ (坂城町教育委員会提供)

◆ムラと巨石のまつり

青木下遺跡Ⅱ (坂城町)で は大量の土

師器・須恵器を最大で直径 8mに もなる

環状に並べたF71tが 17か所、発見されまし

た。全国的に例のない地域のムラまつり

の跡と考えられています。

飲み水や農耕に欠かすことのできない

水は、反面、洪水や河川の氾濫をもたら

します。豊かな恵への感謝と災害への鎮

めの祈りが、ムラや湧水地点などの水辺

でおこなわれました。

大きな岩や木などは、神が宿る特別な

場所と考えられました。鶴萩 L尋岩陰遺

跡 (長野市)で は、巨石の岩陰にまつり

に使った管玉や石製模造品などが出上し

屋代遺跡群子持ち勾玉

(当館蔵)

大型の勾玉の表面に、小さな勾玉 (突起)を作りたしたも

の。集落のまつりの場所から出土する例も多く、きつりに

利用された道具と考えられる。

両手を広げた長さを「尋」といい、名のとおり七尋もある

巨石に、人びとは、祈りを奉げた。

‖J

鶴萩七尋岩陰遺跡出土品

(左下 :骨鏃 上 :管玉 右下 :石製模造品 当館蔵)
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長野市鶴萩七尋岩陰遺跡 (当館蔵)

ています。 (岡村秀雄 )



伝曽我十郎・虎御前像 (山梨県南アルプス市 諏諦 櫛蔵)

愛する十郎をとむらうため、大磯の遊女虎は出家して善光

寺を訪れた。県内には虎にまつわる伝承が多い。

虎御前をまつったと伝えられる供養塔

(左 :須坂市井上区 右 :須坂市八幡区)

善光寺を参詣する武士

と子どもに案内される

女性

(「―遍上人絵伝」 原資

料清浄光寺蔵)複製

◆女性を救う寺

「牛に引かれて善光寺参り」という言

葉を知っていますか。年老いた女性が牛

に導かれ善光寺を訪れて極楽往生できた、

という説話とともにこの言葉が流行しま

した。善光寺は女性を救う寺というイメー

ジが強かったのです。

平安時代の仏教は、貴族がお堂や仏像

を造りひたすら阿弥陀如来に救いを求め

清らかな極楽へ行くことを望んだ点に特

徴があります。今まで仏教は一般の人、

あるいは女性には縁がないものでした。

鎌倉時代になると、突如善光寺信仰が

広まります。その理由のひとつに、男性

だ けで な く女 性 も極 楽 に い け る

「女人往生の寺」 として善光寺が知 られ

るようになったことがあります。鎌倉時

代はじめ曽我兄弟の仇討に登場する曽我

十郎の愛人虎御前は、十郎の菩提をとむ

らうため出家し善光寺を訪れます。源頼
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源頼朝坐像 (甲府市 善光寺蔵)山梨県指定文化財

善光寺を復興した頼朝を讃えるためつくられたという。武田信

玄により甲斐国 (山梨県)善光寺へ本尊とともにうつされた。

朝の妻北条政子や後深草 L皇 に仕えた

1条など :キ光寺を篤く敬った女性は数多

くいます。

◆武士の悩みを解消

武 lrか ら広く信仰を集めたのも善光」「

の特徴です。殺生をおこなわざるをえな

かった武 lfで も念仁、を||||え ることで阿弥

F亡女日米の救いをillら れると角ギ,(す る,其力R

があらわれ、武 lrに受け入れられたので

す。頼朝は源平合戦で荒れた善光寺を再

建し、1192イ 11(建 久 8)に 参拝したとい

います。武家出身で時宗を開いた ・遍 11

人も寺をF方れました。 さらに武 lfは |′ 1分

の所領に新善光寺をつくったりしました。

戦同時代以降、善光寺の阿弥陀如1来は

武 [コイ|キ玄や(llli秀 Iliな ど戦IJ人名やH寺の

権ノ」者によって各地に持ち去られました。

地獄にいきたくなに‖高める武 lfで も拘:楽

へいける、と["[く |キ光寺はまさに救いだっ

たのでしょう。      (本 」石II:行 )

頼朝の善光寺参詣を伝える古文書

(慶応義塾大学蔵)重要文化財
頼朝は善光寺を御家人とともに訪れた

善光寺式阿弥陀如来三尊像  (′ ]ヽ諸市 大雄寺蔵)

鎌倉時代建立された落合新言光寺 (佐久市)の本尊たった

新善光寺をつくる動きは全国に広まっていった、

大井光長

(「―遍上人絵伝J

原資料清浄光寺

蔵)複 製

―遍上人は鎌倉幕

府御家人大井光長

の邸宅を訪れ、踊

念仏をおこなった.

そのあと落合新善

光寺へ向か った

ここは大井光長が

建立した寺 で、光

長は阿弥陀女日l三

尊仏もつくらせた

と伝える(.
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法然上人絵伝 巻26(京都市 知恩院蔵)国宝
5代執権北条時頼を看取る蓮仏 (諏訪盛重、中央の白衣弟J髪の人物)。 諏訪氏は、上社大祝の家系で、盛重は大祝退位後、北条

氏と密接な関わりを持つと伝えられている。盛重は、1236年 (嘉禎 2)以降出家して蓮仏と名乗る。

◆諏訪信仰の始まり

古代より諏訪社の祭神は、竜あるいは

大蛇の姿だと考えられ、水の神、農業の

神として、人びとから厚く信仰されてい

ました。諏訪信仰がなぜ全国的な広がり

をみせたのか、古くは大和朝廷の蝦夷征

伐にさかのばります。東北の蝦夷に手を

焼いていた大和朝廷は、坂 L田村麻呂を

向かわせました。そのさい、田村麻呂が

東国一の軍神である諏訪神社に祈願 した

という話が伝わっています。

◆鎌倉幕府と諏訪大社

もっとも諏訪信仰が全国的に広がった

のは、鎌倉時代のことです。鎌倉幕府を

開いた源頼朝と北条氏は諏訪神社との結

びつきを大切にしました。

頼朝は、御家人らに諏訪大祝の命令を

諏訪明神のお告げとしてあざむくことの

ないようにと命じました。

・ /・

ノ 童

木

曽

′
‥
ノ
Ｎ①

|

i

‖薙鎌信仰

3 に
り
玲
１

諏訪大社は分社を

おこなうさいに御

壺櫻として、錘簾
を分与している。

長野県下はもとよ

り、日本全国の諏

訪神社に薙鎌が存

在している。

r
●・ ・

薙鎌所在地 (「諏訪市史」上巻より)



ふ
ゝ
尚
滸
丼
嘲
Ｌ
は
町
夕
奇
企

豊
後
■
ケ
．樟
，

「 :~事
:

信濃国大田荘相伝系図 (東京大学史料編纂所蔵)

九州南部を支配した島津氏初代の忠久は、承久の舌Lで の勲功により信濃国大田荘の地頭職を任しられて

いる.系図中には「―頭御射山Jな どの朱書きがなされており、以後島津―門が歴代、諏訪大社の御射
山祭の頭役を勤めたことがわかる。その後島津氏は九州に諏訪社を勧請している.

‐蜘刷
√
Ｌ
鱚
甲
彎
　
農
儲
ピ
‐
趨
刑
「

‐輔
智
餌
ド
麟
ド
鮮

一́民
―
き
た

各

４

月

―
こ７
村

笛

黛

黛

腎

露

鶴

．
博

． 雪
Ｉ

町

Ｆ
藉

鎌倉幕府は、殺生禁断のために守護地

頭に鷹狩り禁 I11イ )を発布しましたが、神

に棒けるための御贄狩りだけは例外とし

ました。このため、諸国の御家人らは調マ

訪ネllを 勧請して御贄狩りと称して鷹狩り

をれtけ ました.

◆戦国大名と諏訪信仰

戦同時代になると、ユ|(F方イii仰 はさ l‐2に

広がりを見せるようになりました。各地

の武 lfは、軍神である諏訪伸社を勧「liし

て、戦さに勝つことを祈原貞しました。

llllllltで 戦った ll杉謙信と武田(1:玄 も

諏訪ネ11社を崇拝していました。なかでも

イ[:濃 の
′、i:護 になったイ|キ玄は、諏:方神社の

祭礼を1呼興し、諏訪神社を通 じてイ̀
:濃
や

分国を支配していこうとしました.

その後、武ビ1勝頼と戦った織||1信長は、

1582`11(人 I1110)、 諏 |1方 人社 ll社を焼き

「、lち することになります。 (黒イ1龍也)

440年ぶ りに復活 した諏訪大社下社流鏑馬奉納の儀

鎌倉時代に、御射山祭において全国の武士たちか原山 。日

御射山に集まって、盛んに武技を演じ、大変なにきわいを

見せていたと伝えられている.

・艦
卜
，・にｒ・ｏ卜
●
転

色
ｌ

ｉ

ュ
景

重

”

静
質
綿
〓
晏
拠
４
八
「碁
″

ぶ
り
■

●
ィ

、
‘
専
貪
＃
）

１

●

～́
大
”
＝
月
、
汚
リ
マ

‘
し
ず
い
●
ィ
■
鷲
“川
〓
“
ヘ

信玄十一軸 (諏訪大社上社蔵)

武田信玄か諏訪社の神事再興を命じた文書
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画文帯四仏四獣鏡

(開善寺蔵 飯田市教育委員会提供)
飯田市御猿堂古墳 重要文化財

善光寺如来を安置する本田善光

(「善光寺如来縁起」 当館蔵)

◆古墳時代の仏教

|1本 には馬138イ liに |′

「済か「,ダ、孝女力ゞ位t米

したとされます (ダ、教公伝 |・ lllillll徳法

|:′語:"t』 など).、  しかし、 公1云以クトにも

位、教が伝わってきたようで、 6111紀の飯

||||lj御猿
′|1111け11の鏡には、 仏υ)(象がれ竹か

れています.人びとが仏教の教えをどの

Fl!度 FI!解 していたかは
';||に

して、仏教や

その文化に触れることはあったようです.

◆寺院の建立

キ院とにヽうと、瓦■υ)111人な
/tlll勿がイ

メージされますが、仏教が位コン)て きた

口
11時は、必ずしもそうでは無かったよう

です_

「日本111紀Jに よると、′,1族の蘇‐lkll「

‖が「1分のキll角1に 仁、像を
′
女lriし 、 li院 と

したとさオします. II「 |にの文南人ではあ
`)ま

せんか、「 |キ )Lキ女||オ(縁起.1に も、
」
l fNll

イく||||キ )Lは |′ 1分の
′
ちでに″、像を安 |∬ :し 、お

まつ
`)し
たとさイt、 ″、教 1云 米 1`11時、 lII館

を寺院とすることがあったことを伝ズ_て

いるのかもしれません

◆古墳から寺院ヘ

711t紀 後
｀
11以降、 IIl l貴 かっ く「,イ tな く

なり、各地の豪 |ク〔たちは、 1ヽこJlの建物を

、ケ院として
/111ギたするようにな

`)ま
した ,

||バ ■ヽか|||11す ることか ,｀ ,′女′」l」 !III∫ |り |「 1

1た 、tlの ほか、1」 !チ ||∫ イilll、  下|||||∫ 1雨 |チ千な

どは、 ′麦力矢υ)上t、 li´ごはなにヽかと t)||た ,tさ

イしてにヽま
´
け  ||「 l」:を

'生

らな (な った′:[方矢

1()

古瓦 (当 館蔵)千曲市屋代遺跡群



♂

信濃国分寺模型 (上田市教育委員会蔵)

たちが先ネllυ )ま つりを寺院でおこなうよ

うになったσ)で しょう

◆政治と宗教

月に
'し

‖キ|に (711tイ己)に |よ 、「1」 !i:|11に も

サ也11文σ)イ Jl政σ)|111、アとして,Ili(σ )ち の|‖ ;)

がおかれました「 丁 |||||∫ L!代遺LllllllFυ )木

「liか ら|よ、 I`IIlliυ )jttllttJ女 1台やイ」
1」:kJ)よ う

す、す量『亦|1可辺がそυ)拠メ1た ,た こ上かわ

か
`,ま
す

そσ)疇イに
'菫

r亦 ||「`に1綺 1麦 して、 ljl'ilだ !Jl

があ 1,ま す キちtに |ま クヒ者を'ljう |′ |:1各か
あ 1)ま すか、」

:kl台かうま (i Jl(よ うに上

も祈ったJ)で しょう Чlllむ |よ 、政治上宗
教は1キ ilな な111係 かtF)1)ま した

◆国分寺の創建

1に「́、し日午(にσ)、11陽tは、jttllttσ )′家|'tυ )た y)

のキ院 (氏 十)し )ヤ |:1各か強か ,た 人うで

―け―奈lt時代になって、 各1也に 11111な とし)役 |サ「 (11千Fi)か ll`何 iさ イlた よ・うに、 IIIり(Ll也

んとにヽう1美 |(系かりltイヒさイしました力i、 こうした|IIヴ(lt lfli白 (jな 」:女 ,台 t')」 llき |よ、 、tlF′しに 1)み t,

れま・|~

111武 人|||は 、711(11(ノてヽ14111)に 4)11に |11分 1上 111分嘔■を(上 、1+ろ 命ィ)を ||lt‐ k、 |

全|11白勺に|11′衣。)」」1院かっ (.1,イ tま した い ちに各|11で は、1+111i卜 の|‖ ;に こイtら のiLil1 4

「 伝うことを命した上ケ i_「 ,イ lま ■                (||1山 行 |,1)

各郡を示す瓦の文字 (上田市教育委員会蔵)

キ  1中 Jヽi ll「  `II ::Iれ :IIIt,Fヽ  い ||11,1l ll

l,,|「 i「 1(Jl l

|「
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納入された経典 (佐久市 長念寺蔵)

手紙を再利用し、特殊な仏教文字 (梵字)で書きつらねた

経文を阿弥陀如来に納入した。

阿弥陀如来立像 (佐久市 長念寺蔵)

大和国 (奈良県)で造られた仏像で鎌倉時代東山道を経て

信濃国へもたらされた。

仏を示す文字 (佐久市 長念寺蔵)

手紙の書き手のサインの裏には釈迦如

来を示す仏教文字 (梵字)が書かれて

いた。

◆仏像のなかにお経を入れる

長野県内にはたくさんの仏像がありま

す。それぞれの仏像には古い歴史があり、

それぞれ美術的にすぐれています。

仏像が地域の人たちの祈りや願いを込

めた「信仰の対象」であり続けてきたと

いうことはいうまでもありません。

佐久市御馬寄の長念寺には鎌倉時代の

阿弥陀如来像があります。阿弥陀如来と

は、人間が亡くなったあと極楽という清

らかな地へ導いてくれる仏とされ、浄上

信仰が民間に広まった鎌倉時代以降人び

とから敬われてきました。

長念寺のこの仏像は、極楽へいざなっ

てくれる阿弥陀様らしく、やさしい顔と

スマートな体をした美 しいものです。お

もしろいことにこの仏像のおなかのなか

には30枚 もの鎌倉時代初めに写された経

典が納められていました。経典は一度使

われた書状の裏を用いて書かれており、

｝
ず
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[:書 i

願文 (上田市 霊泉寺蔵)
和田繁長が二世 (現在と未来)の幸せをいのるため阿弥陀

如来をつくったと記されている。

′と
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り

仏像のなかに納められた品

(上田市 霊泉寺蔵 写真 長野市立博物館提供)
五香は白檀・薫陸。沈・丁香・生木香、五宝は金・銀・

水晶・瑠璃・真珠。五薬は朝鮮人参・甘草・縮砂・橘

皮・胡椒をいう。

書状の書き手を弔う梵字も記されてい

ました。阿弥陀如来による救いを求め

た鎌倉時代の人びとの思いがうかがい

知れます。

◆阿弥陀様の腹から舶来品みつかる

1315年 (正和 4)、 信濃の武士和田

繁長は、一族の寺の霊泉寺 (11田 市)

の阿弥陀如来をつくりました。このと

き繁長は「現世と来世が幸せになり、

我われに利益がありますよう阿弥陀如

来をお造りしますJと いう文章を書き、

阿弥陀如来のなかに大切に納めました。

同時に仏舎利 (釈迦の骨)や経典、五

宝 (金銀など宝石)・ 五香 (東南アジ

ア産の 5種類の香料)な ど中国か

らの貴重な舶来品も仏像にいれて

極楽往生を祈りました。

このように中世の人びとは、文字ど

おり仏像のなかに願いや祈りを込めて

あつく仏様を敬ったのです。

阿弥陀如来坐像 (上田市 霊泉寺蔵)県宝
和田氏が1315年 につくった仏像で、内部にさまざまな品を

納めて祈ったもの。

(村石正行)



無本覚心像 (佐久市 安養寺蔵)

這濃出身の欝倉時代の名僧i宋 1中国|■ らヽ尺八や叶噌を

`刀

めて日■ [し たらした人ともいわ1し ている

′ゝ

`｀

高野山金剛峰寺金堂 (高野町提供)

空i毎 つヽ開いた真言字の :ヽ=||て ,,る 高野山の金堂:無本覚

心ら錬倉新仏数の神僧たちは、 日■、教も宇たたうえて、新

しい11、教思想[身につけていった

安養寺

無本覚心か開山した t■久市の安養寺‐ 1ヽ 深卓上皇の動願に

より創建されたと伝えらll 信州叶噌の発†イの地ともいわ

llて いる

◆宋にも渡った信濃出身の禅僧

|liち i(、  とくに111済サi(υ )寺 |ちtは iりt fl iV‖ t∫

が位をあたえ、|[」二く保
`i性
しました (′ i山

1栞 |1制度). こうして

'11ち

iで は全|11に 広が

ι)ま した .(l:だ tで も多くの 11院が建ウ:さ

れ、I11内 外で修行や学|11を 付iん だ袖1111た

ちもたくさん育っていきました.

たとえは、筑摩 |‖ :||1林 (権 本ヽ||∫ )出身

の無本
′
)1′ 亡ヽ (ガ :′峰|11師、12()7～ 98)は 、

,F隠 (長野|lj)で 1笞行していましたが、

29歳のとき奈良の束ノご」1で′受成 (|liJtの

イ11171と なる儀式を′受ける)し 、つにヽで和|

歌 |||り ltの 1.1り IIIIで も学びました りi(用
`や

山梨でも1.111中の ドで学 |りを修y)た ぁと、

宋 (中 11)に |マイ学 し、 5イ li l11に わたって

学|11や 修業を |「ねました.

Ｊ
じ
´
嘴
・
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興国寺  (和歌山県由良町提供)

無本覚心が開山した和歌山県の西方寺 (興国寺)、 十利のひとつで天皇や上皇

たちもこの寺を大切にした。

帰国してからは、高野山で僧侶たちの

首座 (最 L位の席)をつとめたり、十利

のひとつである和歌山県の興国寺や故郷

信州に安養キ (佐久「|∫ )を開山したりし

ました。

◆信濃出身の高僧たちの活躍

このほかにも、無関普門 (1212～ 91)、

規庵祖円 (1261～ 1313)、 関山慧玄 (1277

～1360)ら の多くの禅僧が信濃の地から

育っていきました。これらの僧侶たちは、
‖
信州の学海

‖
といわれた塩ITl(上「|1市 )

や鎌倉、京都など全国各地の寺院で学問

や修行に励み実力をつけていきました。

こうした宋 (中国)に留学 した僧侶た

ちなどの努力により、 |1本の仏教の国際

的な水準が高まるとともに、武士をはじ

めとして多くの人びとへ禅宗が拡がって

関山慧玄像

(中野市 霊閑寺蔵 北信ローカル提供 )

信濃の高梨氏の出身。建長寺で出家し、やか

て妙心寺を興 した。妙心寺は臨済宗のお寺の

過半数を占める大本山となった.

無関普門像 (南禅寺蔵 京都国立博物館提供)
保科 (長野市若穂)に うまれ、塩田 (上田市)な どでも学

んだ。宋に留学して日本からの留学僧のリーターもつとめ、

帰国してからは京都に南禅寺 (五山の上)な とを興した。

いったのです。 (唐洋 敏 )



仁科神明宮全景 (大町市文化センター提供)国宝

仁科神明宮御正体

(大町市 仁科神明宮蔵)重要文化財

銅製の円板に仏像 (大 日如来)を取り

付けたもの。鎌倉時代の作.

▲小菅山

戸隠山     ▲高社山
▲ ▲飯綱山

▲明覚山

聖山

▲  
徳山 ▲四阿山

▲     冠着山      ▲浅間山
書明山

▲

独鈷山

▲蓼科山

▲高鳥谷山

▲風越山

◆神社に仏 寺院に神
任、教が伝来して以降、時代をへるごと

に、 11着の神と仏が¬亡ヽ111体であるとす

る考
‐
えが庄(ま るようになりました。 こオl

は人びとを救済するために、 l_/、が神とな

ってこの|11に 姿をあらわしたというもの

です (本地 lTr述説).

たとえば神道の人照人神と仏教の人‖

如来、大国 li命 とさまさまな功徳をもた

らす人黒天を同体としてうitめ ました。ま

た神社のかたわらに「神宮 キJ等の任、教

関係施ilが建てられるようにもなりまし

た。伝統的な神へのイI:仰 と任、教fl:仰 を、

文ヽ|、アではなくおたがい補いあうかたちで

人びとは受けいれてきました。

◆修験の山 信仰の山 山岳信仰
1lf来から人びとは|||と 深く1葉 1オDっ てノli

活し、崇めてきました。 lllと つながる修

▲剣岳

▲御岳山 金峰山
▲

Ｎ①

おもな県内修験道遺跡関係地図



霊峰戸隠連峰 (長野市 戸隠神社提供)

験道は神道や仏教などと習合した日本独

特の信仰です。山岳で修行をして霊験を

得た修験者 (僧)は「山伏Jと もいわれ、

きびしい修行により超自然的な力をもつ

と信じられ、神仏に祈り病気や災いをは

らうなど人びとのくらしにかかわってき

ました。

戸隠は平安時代に書かれた『梁塵秘抄』

に修験道場として名前があり、全国に知

られていました。山頂近くの岩場や洞窟

などに諸仏や神がみを安置し修行をした

のです。長野県内の山やまには古代・中

世の山岳信仰伝承が残り、修験関係の遺

跡・遺物が数多く発見されています。

豊かな自然に育まれてきた修行の山も

現代ではたくさんの人びとが親しむ山と

なり、日の出を「ご来光 (来迎 )」 と仰

ぎ敬虔な気持ちに浸ります。 (ド崎誠一 )

錫杖頭 (富山県立山博物館蔵)重要文化財
修験者が持ち歩いた杖。前人未踏といわれた剣岳頂上

で1907年 (明治40)に発見された。平安時代初期の作.

御正体  (中 野市教育委

員会蔵)平安時代末
中野市建応寺跡からは平

安時代末の神像や阿弥陀

如来像などが発掘された。

当時1多験の道場たったと

される。



泉のまつり (当 館蔵)

宇つヽ[)■ ●II「 1彎フトJ'I11

千曲市屋代遺跡群

ら11'1‖ |

(当 館蔵)長 野市篠 ノ井遺跡群

)■ [=¬ ‐ ■.4い '|

（
　

一

メド,111111■ |.    |.

「佛Jと 書かれた土師器
(佐久市教育委員会蔵)佐久市聖原遺跡

平安」|「

◆神聖な泉―水辺のまつり

II「代のブ、びとは1(を れ|1111な た,し )と して

あかさr)ま した.泉 は 4く |||に |よ ク(かせない

ものなげ)で ノくり」にさイt、 また汲y)上 |)りぶ

きぬ水は神「Z、白句なも」)た )́た てしょう

T IIII I∫ 吟:代遺跡 |1羊か「,|よ 、|り]き てた 1く

を,イ:す 施:没が発掛||さ イしました ittl llilメ」辺

では、1モい|||1泉にかかわるまつ |)が ilわ

れました.

◆まじないの文字

1`4安 ||む代になると、ノ、、l場 |]i、 建物な

どV)名 lli以 外の文
′
卜が 11器に、 11か れる

ようになります=く わしい′嵐||′(がわか
1)

ませんが、ましないや|:キ ,llに かかわるも

のと考えられてにヽま寸
~

まつ りの道具

(当 館蔵| 千曲市屋代遺跡群

ヽ薔1 圧]|● 1l r.||「 |  : |● ,1

′プ
ヽ/

墨書土器

ましi,し ■ヽ

=4



導仏 (当 館蔵)長野市篠ノ井遺跡群

博仏は粘土を型に押しつけて焼いたもの。

◆「ムラの仏教」―草堂仏教―

一般の人びとが住んだ lif代のムラの中

にも仏教の影響をみることができます。

寺院中心の伽藍仏教に対して、これらを

草堂仏教と呼ぶこともあります。

ムラの仏教のようすを示すものの一つ

が埠仏です。信濃などでは、埠仏は瓦塔

と呼ばれる焼物の塔の中に納められたと

も考えられ、当時の人びとがムラの中で

信仰の対象としていたもののようです。

千曲市社宮司遺跡からは、仏が描かれ

た六角木憧が出土しています。これらは

人びとが極楽往生を願っていた様子を知

るうえで、きわめて貴重な資料です。

仏画

(長野県埋蔵文化財センター提供)千曲市社宮司遺跡

六角木帽の瞳身に描かれていた。阿弥陀如来と指定されて

いる。

六角木憧

(長野県埋蔵文化財センター提供)千 曲市社宮司遺跡
11世紀末～12世紀初頭。平安時代末の木憧の出土例はさわ

めて貴重。(川崎 保)



千 曲河畔か ら望

む飯綱山

近藤克 ll l氏 撮影 |

―の鳥居

け.TT

◆武士たちも死を恐れていた

41機

鰤
諏訪明神旗

諏訪法性兜

‐ :■  |l1 1

甲府駅前銅像

む

」()

″
_湘 い江
塩山市 雲峰寺蔵 と



上杉謙信 兜前立て (新潟県 常安寺蔵)
一説にはこの飯綱明神はインドから仏教とともに伝来した茶吉

尼天が原体ともいわれている。

◆信玄も謙信も信仰した飯縄権現

現在は市民の山として親 しまれている

飯綱山。この山は平安時代から修験道の

山として知られ、この山頂に祀られた飯

縄権現は、軍神として戦国時代の武将た

ちにとくに信仰を集めました。

この飯縄権現は、不動明Iの仮の姿で、

白狐に乗るカラス天狗の姿をしていると

いわれ、「飯縄の法Jと いう魔術を授け

るという信仰が古くからあります。上杉

謙信はこの飯縄権現の姿を兜の前立てに

して、閲兵や儀式のときに着用したと伝

えられています。

武円信玄も瑯問 ヶ崎館に飯縄権現像を

安置して熱心に信仰しました。

上杉謙信「毘」の軍旗 (山形県 上杉神社蔵)
謙信は毘沙門天を守本尊として、出陣前にかならず祈祷し

みずからの旗印にするなど熱心に信仰した。

昴

11,蹴 |IIII,●

(和田守氏蔵 )(成竹精一 )



「御師の笈」

(須坂市 光明寺 (天野義光)蔵)江戸時代
縦980× 横620× 奥行41 0cm

厨子内諸像  正面 :阿弥陀如来
脇侍 左 :勢至菩薩 右 :観音菩薩
横左 1法然上人 横右 :善導大師
扉左 :不動明王 扉右 :欠落

◆善光寺「出開帳」

善光寺以外での前立本尊

の開帳を「出開帳Jと いい

ます。出開帳は江戸時代を

通じて 7回ありました。初

回の1697年 (元禄 5)は、

本堂再建のための勧進です

が、江戸の宿屋がこれを機

会に増えたといわれるほど

の盛況でした。江戸・京・

大坂でおこなう三都開帳の

ほかに、諸国を巡る回国開

帳がありました。

また善光寺を題材にした

『黄表紙』 (絵入り冊子)や

小日出が多数つくられるなど、

出開帳を通じて善光寺への

信仰は、日本中へと広まっ

ていったのです。

◆善光寺講と善光寺街道

善光寺の信仰を広めて歩

く「御師Jは、参詣の案内

人、世話人であり、笈を背

負って全国から信者を集め

ました。彼らは各地に一種

の旅行団体「講」を組織し、

女性や旅の初心者を含め、(背面 )

28
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回向院境内小屋掛願 (部分 )

(今井家文書 当館蔵)1777(安永 6)年 3月
江戸深川回向院における出開帳 (3回目)の さいに、寺社

奉行へ提出した仮設施設の設営許可申請書。出開帳の目的

は「善光寺本堂修復」である。収入は8′ 984両であった。

遠い道中を善光寺まで案内しました。

すべての宗派を受けいれ、女性の救済

を説く善光寺には、多くの人びとがさま

ざまな街道を通って参拝しました。これ

らの道は「善光寺道 (街道 )」 と呼ばれ

ています。各地に善光寺への道標がたて

られ参拝をうながしましたが、それらも

善光寺信仰の広がりを物語っています。

たとえば江戸と北陸方面を結ぶ主要路

「北国街道Jに は、上田城 ド町西端に元

禄 5年の道標「右ぜんこうじ道」があり、

そう呼ばれていたことがうかがえます。

南信地方でも伊那街道と木曽方面への街

道分岐点に「イf善光寺道」の道標があり、

南北の道が善光寺と結びついていたこと

を教えてくれます。遠くは岡山県津山市

にも同様の道標が知られています。

ぜんこうじ道石標 (上田市常磐城 (生塚))

右ぜんかうじ道 元禄五年壬申二月廿三日 生塚村

善光寺道石標 (伊那市坂下区)

左木曽路  念仏供養塔  右善光寺道

路

(滝澤正幸)

29



◆祭政の分離

il戦
|1111廿代の武 |1氏、続く織 ||1氏の支配

卜で、訓マli方れ||ネ liは f!:り11各 1也にあった領j也

をり(い ました.、 また、 ノく
`)1ゃ

|||′ |'1た ちも、

武 lfと しての性 1各を奪われ、神職として

わずかな,11地 を′」えられただけでした。

本能 、ilの 変の後、訓(11´ケ ‐|‖ :の 支配を|111

1壇 した‖マ|1方頼忠は、ltり l頼水に

'Jl l:家

を

つかせ、 1り jに Lネ 11人

`)1家

を興させ、祭

政を
′
ノL全に分けました..

◆高島藩 (諏訪藩)による実質支配

l局 1)()イ li(人 |1118)か ら1共 1束に「多ってい

た:‖マIi方頼水は、 16()lイ 11(1慶 lt 6)ン 3｀たた

び:‖ (li方 ‐||:の
'II 11に

な
`)ま
した..

束貞水は慶lt 7(11に ll社に1000イ i、 'お !イ 11

には トネ11に局0()イ iの 11地を14手 j■ しました〔‐

これらυ)lll也 は、|||ネ |:||::軋 1分のほか、 人

`)1・

||lτ千などに分け′」́えられていました

が、
′
ブ〔際にはIl.11it藩 (諏 li方藩)が治めて

いました.,人祝や打|1官は、|III11:藩 から li

級
′
家|11、 |たみのイ|「遇を′受けていました.

◆高島藩による神事 。祭礼の保護

i収 li方 1貞 /К は、 1(;11(11(|:[1こ 11))1訓 (li方 ネ|:

υ)||I Il「 (ll社の
|りЧの祭

`)、
 ドネ|:υ )仕‖作 |||

祭り)を おこなうたy)に 仕‖J鷹郎の市1度を

定めました1‐

これは、訓tii方 |‖ :卜 の村むらを15糸 l(イ i

lI Iの 人きな 悧lは 1糸 ll分 とし、15糸 lと し

た)に 分け、各イlが 1局イ11に ‐1芝、仕1頭

(神
:卜 の金F丈白くJ・

′
ソナカ白くJ負 11を りtた す

Jl

喬)を するというものでした.御頭は l Nl

むらにとって人きな負||に した.そ のた

め、|'111:藩 は、仕四りiに・ 1た った|ヽ1む「)に 、

|||||千が終わるまでは、 |||:l「υ)ほかに人足

ヽ

■],  キ

11(

制
ヾ

;()
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寵
ヽ

御柱絵巻 (岡谷市 小口哲男氏蔵)1799(寛政11)年
江戸時代中期の111キ の曳ntや 111千 讐|=J)高鳥鳥上

‐
lこ のようす0ヽ 1つかる

を出すことや宿場の助乳耶 (イ lil場の|イ〕送の

「
伝い)に 出ることを免除していました.

寅と中の年におこなわれる御||:祭 も、

1ドIIt藩の御|114ヽ行が、訓(|1方 |‖∫卜の本ヽ1む ら

に分|11を害lι ,あ て、「
Ч
lを 支給しました|)

高 Iι藩家中 0領民をあけて、御||11の イ11に

は冠婚ク1祭をおこなわず、 11社か トネ11の

どちらかに1高 して /1kイ |:し ましたぃ
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仏壇 (島田喜八氏蔵)

明治時代

先祖供養が庶民のあ

いたに広まると、庶

民の家にも仏壇か置

かれ位牌かまつられ

た,

位牌 (高野弘太郎氏蔵)

江戸時代

舟形の墓石

17世紀中ころ11ら 戒名竜カムた宝石力ヽ登嘱する 正面に
=

長夫婦の戒名■,,ま llろ

箱形の墓石

18世 ビヽなつヽは■`ら増加 |=.「 板|・i型 と興おり四面に家族の

成名か力|ま ltろ ,家意i乱の高まりi示す

◆檀那寺と檀家

江,F幕府は1612(li(慶 1(17)υ )禁教イ)

以来、キリスト教をきびしく禁 |11し まし

た。すべてのノ、をいずれかのキ院に登録

し、キリスト教徒ではないことを:II:|り 1さ

せたのです。これを上iFi制 |■ といいます.

(力録した寺を枠I〃 |`、子、 イナ録さイlた′家方矢

を檀家とよびます´以後、 ll l〃 |`liが檀家

の葬儀や法
:l「をとりおこなうようになり

ました

先打1に感;調|し 、 1・孫繁栄を願う先ネll供

養は、それまで ri族や武 lfな ど ‐部の人

がおこなっていましたぃ′11,fl時代のIIIご

ろに '家 lυ )意識が1中:民にも広まると、

,L;ll供養は庶民の||||に もll.1ま
`)ま
した(1

こうして庶民の家にも仁、11'1か |「
'1かれ、

先打lの位牌力`まつら′Lる ようになι,ま し

た.)|ll野 ||∫の1均 1京や松|||||lli地 lκでは、17

111紀なかはころから戒名を亥1ん だ方ヽイiか

、1て られました「 先ネllを ノk久 に供養する
ようになったので」ぃ

,2



,台 田神社 (千由市桑原)

桑原村の「鎮守社Jと して、卜1人の信|[りをt■ つめてい‐
~

◆鎮守社と氏子

釘〔守ネllと は、村の 11地や建物 (と くに

、tl院 )を
′、iる ために、まつられた神ネ11の

ことです.71:,f時代以|11に、それぞれの

1也 J或を支配した領 ilは 自分の領j也を
′、i:る

ため、イ」名なれ||がみを本社か「,分 けても

「)い、まつ
`)ま
した.

′|:,fl時 代には、 こイしらの伸ネ11は |ヽ1を′、i:
る11〔
′、i:社 (氏 ||1様 )と して付ごとにまつ

られ、その本」に||:む すべての人びとは氏

11と な
`)ま
した.鎖
′、i'社ではIt作物の/li

了,を願うイヽまつり、11叉千隻に1感謝する秋ま

つりがおこなわれ、本ヽ1ひ との ^体感を」」t

めたのですぃ

幕府は、鎮
′、1:ネ 11と 氏 11の 1劇係も人びと

を支西dす るために利|||し ようとしました゛

すべてのノ、びとをi江 t′、i:社υ)氏 1・にするこ

とで、村から勝
「
に高性れられないように

したのです。

イl:,lIの 自由が保

`itさ

れたI)1在でも|「I〃 |`

寺と檀家、鎮
′、1:社 と氏 1・の周係は残って

佐久間象山自筆幡 (桑原中区区民寄贈 当館蔵)

'台

田神社 t千曲市桑原)に 押竜されたも
`).香
:曽 |11坤 |

う「春祈鷹介福 |(右 )、 秋に収積を感「与1す る ll火報■曽年 |

(左 )と 言かイtる .、

佐久間象山自筆幡

象山の落款

露

へ垂 _

=(桑原中区区民寄贈 当館蔵 )

います (〃 |り 11健次 )



二

大町市美麻青具の中村家に

伝わる福俵

大町市美麻青具の中村家主屋正面外観

◆信仰のかたち

江りf時 イヽ も後IUlに なると、It村にも経

済的な余俗が生まれ、本ヽ1‐人の/1:′ ,「や文化

活動を向 Lさ せようとする意i哉が高りま

す。ハレの日にはIt村裸1台で歌舞伎や人

形芝111な どの「地芝111Jを楽しむように

なり、|り1勢参りや lキ光キ参ι)な どのれ11ネ 11

仏閣や名所 |1跡への観 )L地巡りとイ『:佃 1の

旅に出かけるようになりました。

人‖|∫ |lj美麻 |:テ 11の 中村家は、松本藩の

支酉」ドで村役人を代だいつとめました。

住まいは1/1馬や人‖∫方1白 iか ら|キ 光為lへ 人

や物が動く街道の要|り iに あ
`)ま
す。1769

イF(|り 1不‖6)に 5(t l lllkノ l:衛 |「

]が ′ЧIに |・

秩父・坂束の本L所巡り
'■

成li己′念に供養l苔

を建、|し ました。日常/1:,1の なかに(i:仰

′亡、をfiみ、|||ダ、への(`:'11をかたちとした

のです.十王堂外観
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◆買い求めたお札

中村家には数多くのお札が残されてい

ます。お札は、日本各地の神社仏閣で参

詣のおりに買い求めたものです。県内の

ものは、武水別神社 (千曲市八幡)を は

じめ、善光寺に戸隠神社や諏訪神社など

があります。県外では、豊川稲荷神社

(愛知県)、 伊勢神宮 (二重県)、 西宮神

社 (兵庫県)な どです。ほかに伊勢講・

秋葉講など講を立て代参したお札もあり

ました。ここには笈櫃も残されています。

家人は、この笈櫃を背負って信仰の旅に

出掛け、買い求めたお札類を納め入れて

家路についたのです。

帰宅後、お守り札などは、屋内の神棚
よ‐,

に祀 られたあと、福俵に納め、ちゃのま

の屋根裏材へ結わえ続けたのです。福俵

は六つで、どれも俵 一杯に詰められてい

ました。県外でもっとも多いお札は、伊

勢神宮のものでした。  (伊 藤 友久)

福俵に納められたお札の購入先分布図

北は塩釜六社神社 (山形県)、 西は出雲大社 (島根県)

は四国の金毘羅宮 (香川県)のものまである。

S(\U,
frfr
fu tmr o+r.r*x*patL. trtr=t=EtLFfoRnra

I ! i'ItiA:(LttI t,':" EfrIJE+Fl;;*f,ft,€Fdtl. HFt.t
ffiF Z nE ++lu 6 eF7)i? [ \ < t \ fio
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松本市初市「市神祭之図J(宮澤辰彦氏蔵 松本市文書館提供)

松代中町の市太神 (長野市松代町)

◆市神・初市 (あめ市)

llA後の ll杉謙信が敵将 ||1斐 の武 ||1信玄

に塩をH曽 ったという故
:liに
山米する松本

の飴市 (初 ||∫ )は、,|:,fl時代の初期から

続く伝統的な行 liです。 このまつ
`)で
は

ll」 ネ11が 1巳 らイt、 ,11,fl時代に |||か れた『 |キ

)L寺道名lll~1叉 1会』にも,1る ことができま

すc ll∫ れ||は 1詢売繁麻のネ11様 として商人に

イ!:佃lさ れています.

ツ11,「時代には各l也に市がウ:ち まヒた。

1か 月に開かれる|111数 によリノi‖ ||∫・六

||||∫・ |‐ ||||∫ と日ヽFはィし、 |ljが ||‖かオlる と

ころにはやはり||∫ ||1様が1祀 られていまJ.

また、′]:JJ時代の中ころから、 1筍売繁

ヤヽやJり111t利 益を原貞い、お稲荷さんの稲荷

和||ネ Lや |ナЧI:f神ネ11(兵 14iり iキ |りЧI′千11∫ )に 1巳 る

′忠比須神など、さまさまな伸様も絆力:liさ

れました.

宮村大明神

(「善光寺道名所図会J1849年刊)松本市深志神社

ス神ら琳　↓紀脚Ｗ軸に

■
■
ｉ
ｎ
　
ｌ
■
Ｗ
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善光寺祭礼図巻 (真田宝物館蔵)

善光寺八町のほか江戸時代後期には後町や権堂村なども加わった。

◆祇園祭・恵比須講

善光寺の祇園祭礼は、善光寺八町の最

人のまつりでした。祇園祭は牛頭天 |:を

祀る京都の八坂神社のまつりが広がった

ものといわれます。疫病や災害除けのま

つりからさらに、山車などがつくられ、

繁栄や華美を競うようになりました。

冬が近づくと町では恵比須講が開かれ、

大安売りがおこなわれます。盛んになる

のは明治以降です。恵比須様と人黒様は

海や漁業の神様であるとともに商売繁盛

の神様でもあります。

◆火伏せの秋葉神社

城下町や宿場町は家と家とが軒を連ね

ているため、いったん火事が起きると燃

え広がり大きな火事になりかねません。

防火の願いから火伏せの神様として、遠

り11(静岡県)の秋葉神社を祀るようにな

りました。秋葉神社に向かう遠山谷 (飯

田市)の街道は「秋葉道Jと も呼ばれま

西宮神社の御神札 (長野市岩石町)

宿の出入 り口に祀られている秋葉神社

(長野市若穂町川田)

T杢 祀 日 爾
事
　
）
幽
■
）

ー

した。 (大橋昌人)

，
／



地蔵堂の内部 (長野市立博物館提供 )

1寸人や|=l llj」,|ltiら J,嘗デ|li cl,1'|1/

長野市松代町岩野

を1畠 1や :〕 1`1)ら |[で いイ,

大きな岩の上に並ぶ馬頭観音

震イ年ギや荷|¬て
''運
搬1+|サ |lt=(

L碑 1馬¨:や青l ilr〔 ご||1静 |

(上水内郡飯綱町芋川)

11/1キ ,Ⅲ ll l1 1,う と
「｀ち 1う 1/

◆村の祈り

近 |ltの 村むらでは、 さまさまなれ||ダ、か

1巳 F,れ、′|:活の無
!|「やIt作物の1'作を願

いました

1697イ li(ノ亡卜11())υ )仁」ゴし格 :||||lll、」々
′||:l'i lll 11写 _:に よれ|ま 、 キとは|:誤 y)ら イし

ていない小規模なお |11や、お|サ |か i麻内υ)

221か |、1(lllイ I:げ)ltllilllj、  丁 ||| lil11ljtt υ)

村むら)に 1715か |〃i以 11も 」ち
`)ま
した

こうしたお常やお||千 は、そこに||:む ノ、

びとにとって集会 |りiで あった I)、 さまさ

まな願いを聞いて くれた
`)す
る心のより

ところとして人り」にされてきました.

また村には、‖1任、を祀った I)、 参|1旨 し

たりするために利l織 された′念ダ、静iや |り〔中

1尋|、 秋葉1講、 :峯∫静iな どもよ)1)ま した



金峰山

秋山1寸 1南 11人 部川上|||げ ,1//041(サ l十日/111‖ |lllllill J人月中卜Jに は、間6月 1日 「惣tl中・寺社共 I FIヽ 111 11 1)'

111,I¬ 仁二■ 11 と|(1「 lti lし 〔いく)

◆雨乞い

村の人びとにとって、‖1劇 |lυ )(1:1勿が 11

かに
′
ブてることはなによりの原Hい でした.

11寸が降∫ジ
ーギ作1勿の成1こに||′響か|||て くる

と、村中のノ、びとか地域のお|||に 集まっ

て雨乞いυ)祈原1を しました それでも効

りtか ないと、イiダ、を||に

'′

たy)た |,、 す工く

υ)山 にイヽ1)'ご支を|||卜
｀
,し たι)、 人′ノ(を た

いて寸」の降ろし)を 打iι )ま した 企山釜|||
(251)局 nl)υ )よ うな II I10)|||l riで 1寸乞ぃ

をする|、1も よ)`)ま した

り|、 1カ lil l lの |サ晰判麓にある[「池は、|1寸 乞い

υ)代 表白く」なl場 |り iυ )‐ ,́ご 4_'也υ)4くを,及

み、りf隠 |||ネ liυ )り1ネ li′■でli`ノiυ )あ と、 水

l liを 1寺 ち
'111っ

て、||1111や池に

'liく

と雨か

I年 るとイliじ られてきました,1/)で も、 と

きお
`)|:年

1寸や降
′||を
祈 )́て l「池のノKか |む

(小 |‖ 1義り〕) 戸隠神社の水桶 (戸隠神社蔵)



興福寺五重塔

興福寺の僧侶は公卿の子弟が大部分て、すべて還俗 して、

春日神社の神職とな った.多 くの経巻も散逸し、唐招提寺
に移築された伽藍もあった ,五重の塔は25円 で落札された。

その値段は、解体すれは費用かかかるので火をかけて焼き、

残った金属を見積もった値段てあ った.買 い主は金具をと

るため、放火しようとしたが、付 lFTIキ 民か火 |たのおそltが

あると反対したために中止された.

焼 かれる経巻

絵には、神官が命令して村役人たちに経巻やイヱ、具を焼かせ

左下に困泣する僧侶を描いている.,こ のようにして貴重な

文化財の数々が失われたて,

島地黙雷

(飯山市 真宗寺提供)

外遊中の本願寺僧侶、島地黙

雷は、政教一致の政策を批判

し、政府に信教の自由・布教

の自由の意見書を提出した。

彼は長州出身てあるため、木

戸孝允、伊藤博文らと懇意て

あり、その意見はしはしは受

け入れられた。また仏教の衰

微によって、キリス ト数の興

隆を恐れた政府は、再ひ仏教

寺院の保護にのりたした。

◆神仏分離令

明治新政府は、人皇の打lクtを 祭ってい

る伊勢神宮を頂点とする神i重を111教化し

て、祭政 ‐致政治で全国を統一 しようと

しました。慶応 4年 (明治ノこ年は9月 8

日から)3月 28日 、神仏分離令が発4iさ

れました。日本には14安時代から神ダ、17

合を伝統とした宗派が多くありました。

これによって仏像を神体とすること・れ||

社に仁、像・仁、具を置くこと、神ネli境内の

神宮寺や、寺院内の鎮守神などが禁 |llさ

れました。

◆廃仏毀釈運動

この命令が出ると、神官たちは明治政

府のノ」を背景に、神任、分離だけでなく、

廃仏毀釈運動を展開しました。それはた

ちまち全国的に広まり、多くの
′
ltttllll膚 :

や経巻、仁、像仁、画、その他の ril■な美術

||llが失われました。

40



◆南信の廃仏毀釈

長野県で最初に廃仏毀釈の動きがあっ

たのは、1868年 (慶応 4)3月 のことで、

伊奈郡の数か村で観音・馬頭観世音・地

蔵などが何者かによって残らず破壊され

ました。

神仏分離令を実行することに、とまど

いを感じていた藩が多く、まして堂塔伽

藍の破壊には抵抗があったようです。諏

訪神社内の神宮寺が取 り壊されたのは

1868年 (明治元)の ことでした。

◆松本藩の廃仏毀釈

松本藩で廃仏毀釈が行われたのは、

1870年 (明′台3)になってからでしたが、

全国的にみても、もっとも徹底して廃仏

を実行した藩の一つでした。

藩内164か 寺のうち、76%に なる124か

寺の僧侶を還俗・帰農させ、廃寺にしま

した。 しかし反対を貫いて、廃寺を免れ

た寺もありました。やがて廃藩置県がお

こなわれたため、この運動はうやむやの

うちに終わっていきました。(本多 得爾)

江戸時代の若沢寺

(「若沢寺―山総絵図」 個人蔵 波田
町教育委員会提供)

「信濃日光Jと いわれて有名たった真

言宗若沢寺も廃仏毀釈にあい、廃寺と

なった。こうして多くの貴重な文化財

が失われた。

若沢寺の廃寺跡

うっそうとした山林の中に当時をし

のばせる石垣が残っている。

田村堂

(波 田町教育委員会提

供)重要文化財

坂上田村麻呂をまつっ

たのでこの名がある。

室町時代の作と伝えら

れ、若沢寺絵図を見る

と、左上最上段にこの

堂が描かれている。

上諏訪社内の神宮寺

(個人蔵 諏訪市博物館提供 。二扇の絵を連結)
上諏訪神社の図。中央上の方に神宮寺の塔が見える。神宮

寺の堂塔伽藍は明治元年に取り壊された。寺側と取り壊し

職人や村人なとは、反対したが、観察使がやってきて取り

壊しを厳命し、神職が羽織はかまで手伝ったという。

1崎



キ リス ト教禁止の高札  (上 田市立博物館蔵 )

「きりしたた.宗門11制 禁Jと 書かllて いる明治 5年 ころの

高ホ|″

明治IIl政府は、1868年 1度応 41 3月 、民衆にたいし5か

業の心 1号 を掲示したが、徳川曹府の方IIを ビヽ続 けるもので

あった

上 田保婿伝習所  (「上田市誌Jか ら転載 )

1904年 (明治371カ ナタ人女‖■賞教師のli宅 として建てら

れたこの建物は、1919年 (大正 8'ま で、上田1呆栂伝習所
の教室としても使用さ11た :「 lttD宣教師達は宣教 ,舌動と

ともに幼児教育にも力を汀き、梅花幼科目を開設して幼 T甘

園教育を実践 し、幼稚園教諭の育成に努めた. 1現 在、建

物は 1日宣教師館コとしてI・ F_T保 ■Fさイtている●

日本基督公会上田教会 (上田市)

日上田葛士らか中心になって設立した長野県てはもっとも

早いフロテスタント (新教|の教会て、全国てIJ 6番 目の

設立てあ l,た (建物は当時のものではない●

◆キリスト教の解禁

|り 1治新政 |`∫は・ 1初、キリスト教を禁 |ll

し、御 ・新にすりl待 したいじRを落111さ せま

した。政府派遣の吹米朽ι察|」|が [i占外 司で

キリスト教迫lifに 対する抗議を受けたた

め、帰111し た1873イド (|り |′f)6)に 禁 |11は

解かれました.

その後キリスト教は、日曜学校、1lЧ メ|

研究会、幼稚|:Jを組織 したり、クリスマ

スを祝う儀rk、 幻火10オ ルカンを使って

のli教や、禁酒 0禁 1中の社会運動など、

帖Ii広いrlj教活動を展111し 、 lli年層を中′亡ヽ

にイ・:者
をしだいに1曽やしていきましたっ

4f教 ,「1動にはさまさまな||:迫 があ
`)ま

したが、|り 1治 20年代になると一||1教のキ

リスト教は、人li:う itlドや|11′家をなにより

も優先する考えと衝
′
火し、 |1露 |1戦争 1年に

は1成争に反対するイl:者 もありました.



擬
贄1

研成義塾 (井口喜源治記念館提供)

相馬愛蔵らが結成した東穂高禁酒会か始めた夜学会が発展して、 1898年 (明治31)

に設立された中等教育機関である

ここでは丼口喜源治により、キリス ト教 1青神による人嬌形成の実践教育があこな

われ、幾多の人材を送りたした

生徒てはないか、荻原稼山も喜源治を祟ってここに通った一人てtFる  のちに
彼は中村屋の1目馬愛蔵夫妻の支援のもと周′刻に打ちこむが、喜源治は生 l.・の師て

あった。

◆長野県のキリスト教

長野県ではまず、 lllll地 方にキリスト

教を受けいれる動きがあり、1876年 (明

治 9)に教会が創設されました.そ の後、

松本地方でも住民による伝道活動がおこ

なわれて教会が設けられ、続いて松代に

も教会がつくられましたf

H月治 10年代には、キリスト教関係者に

より、 llШ・松本・飯 |||な どに禁llll会が

つくられ、同20年代になるとネ11会の;二1い

風俗を改めようとする運動に広がってい

きましたn

こうした活動のなかで、人格形成をめ

ざす私、ウ:学校が設 、1さ れ、外国人宣教師

は近代的登山などを含め、りit内 に新たな

文化をもたらしましたc  (りこ|:I11文 )

井 口喜源治 (1870～ 1938)

(井口喜源治記念館提供 )

日制1松本中学校在学中に、■語 :tllll C l、 )

たアメリカ人宣 .●

●師の■,雷 によリキ リtl
教信者となった.

喜源治は、義塾御菫から昭 1□ 1311t')li tt‖ |

まて、裁確以タトの数千Jを 一人 でIJ当 ヒ′/、

小諸義塾  (移転復元 小諸市 )

地元の要請を受けて、牧師木村熊二を熟長に 中■崚台 |ヽ

Prnと して 1893年 (明治26)に 開11し た

宗教教育はおこなわなかった 0ヽ、 品‖Jの教台、人略」)れ

台Jか実Eiさ れた.ホ 1寸 に1召 つヽllた 鳥崎n4‐ 1寸は [「 で|]l

語と英i吾を教えた

，ル”
ド」で
一̈

盤
一̈機
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奉納額  (千 山市 武水別神社蔵 )
日中戦争の勝利を願って奉納した額。「戦勝Jの文字は

奉納した人の名前が書かれている。

千人針 (当館蔵)

兵士の無事を祈る千人針。一針―針心をこめてぬった。

「武運長久」と書くほかに虎は千里をかけるとしてテザイ

ンに取りいれることもある。

慰問文 (当館蔵)

小学生だけでなく、高等女学校の生徒も書き、友たちのお

父さんあてに書くこともあった。

出征するときの写真

(奥村賢三氏提供)

記念写真が撮られた。

◆兵士の無事を祈る

戦争により、多くの人びとが兵十とし

て戦場に行きました。長野県内各地で戦

勝祈願がおこなわれるとともに、戦場へ

向かう兵上の無事を願って千人針などが

つくられました。千人針は多くの人に布

ヘー針ずつ糸を通 してもらうものです。

戦場では常に腹に巻き付けてお守りにし

ていました。

各学校では兵士の無事を祈る慰間文が

書かれました。それ以外にも、兵上に戦

果をあげてほしいことや、自分たちのよ

うすなどを手紙にして慰問袋のなかに書

きこみました。内容は自由に書けず、空

襲を受けたことや不作になったことなど

兵士を不安がらせるようなことは禁止さ

れました。兵士たちに安心 して戦ってほ

しいという願いがこめられたのです。

．団
九
場

人
ま
指
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出征兵士の無事を祈る

(熊谷元―写真童画館蔵 熊谷元―氏撮影)
知り合いの出征兵士の武運長久を祈って近所の村もまわっ

た。1938年 (昭和13)下伊那郡三穂村 (飯田市)

◆兵士の思い

兵士たちはどのような気持ちで戦地へ

行ったのでしょうか。戦争へ行くときの

奉公袋のなかには遺「:や遺髪などを入れ

て行く場合もあり、決死の覚悟でした。

戦地からは、家族にあてて元気にやるよ

うにと手紙や葉書を書いています。

特攻隊として敵に体当たりをしていく

兵 ifも いました。20歳前後の兵 lfた ちが

死を前にして遺書を残しています。学童

疎開で温泉旅館に泊まっていた子どもた

ちが、翌日特攻に飛び立つ兵 11に ||1会 っ

たという例もあります。その兵士は子ど

もたちに未来の日本を頼むという「|‐葉を

残したそうです。

戦争中は言論の表現が制限されました

が、家族を思う気持ちはriぃ に通 じあっ

ていました。       (II]村 栄作 )

戦没 した愛馬の碑

(熊谷元―写真童画館蔵 熊谷元―氏撮影)

兵士たけでなく、馬も戦争に行き、犠牲になった。写真は

愛馬を供養するために建てた。1938年 (昭和13)下 伊那郡

会地村 (阿智村)

遺言状の入 った袋 を受 けとった倉田さん

(長野日報社提供 )

兵士のなかには出征前に遺言状を書き、奉公袋に入れて戦

地へ持って行つたものもあった。所在が分からなかった/Jt、

倉田さんの遺言状は60年ぶりにもとってきた。

戦闘機に乗 りこむ秋山さん

(「長野県民100年史」から転載)

特攻隊員としてB29に 体当たりをし、生還した秋山さん。

戦後は戦争の悲惨さについて語り継いでいる。
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善光寺参詣絵馬

(千葉県いすみ市 清水寺蔵)明治時代
善光寺参1旨 を記念して奉納された絵馬=善光寺本堂て

手を合わ tす る参詣者の姿が描かれれている.先達以外

はすへて女11で あり、その名前か記されている.

仏閣型の長野駅舎 と如是姫像  (長野市 )

1936年 (昭和11)の 善光寺こ開帳に合わせて建設された、

三代目の長野駅合.善光寺にちなみ仏閣型をしている.長

らく長野市のシンボル的な建物であったが、1998年 (平成

10)の 駅合改築 で姿を消した.如是姫は善光寺縁起に登場

する月蓋長者の娘.lFl在 の像は1948年 (昭和23)に再建さ

れた二十t目 如是姫像

◆鉄道の開通と善光寺参り

|り l治維新の改革で涛光寺は寺friを 失う

など‖ しい状況に陥りました。 しかし、

人びとの移動が自由になったことになllえ、

明治20年代に鉄道が開通 したため、参詣

者は飛躍的に増えていきました。

千葉県のお寺に、 iキ光寺参li旨を記念 し

て/1N納 された「り1治から||′ 1不 ||の時代にかけ

ての絵馬が多数掲げられています。ここ

には善光寺でお参りする多くの女性の姿

が描かれており、女性救済のキという性

格は変わっていません。ただ、イli坊に

'|′

|

まらず、参詣のあとは||」 |チ‖の,IIt泉地に向

かう力気がl曽えるなど、1時イtの 変化ととも

に善光寺参詣の形も変わってきました。

1936年 (昭和11)につくられた長」湖尺

合はドキ光寺にちなみ仏閣り11で した。駅合

の形は変わりましたが、駅 |1年では
ノ
)で も

如足女|li像が迎えてくれます(1
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お数珠頂戴  (善光寺事務局提供 )

`ヽ
可]事 しり,・ tしり「+|:|(|卜   1`11
11批 に、■ tL tl'11‖ ||、 ■t111「 11■

ここt pl,

御印文頂戴

善1■ r)=[

11:し 〔t.1,

t善光寺事務局提供 |

,s

◆善光寺信仰の現在

|キ )LI「 υ)Fi:卜 に |よ 1午か 1｀,υ )|「夕をケ長■ ID

のもtF)ィ tは 、 li代υ)な かで変わ )て きた

もυ)も tl,`)ま l1  /)~ご 1)ljり ||「 に |よ 、 |||

(|り lに もかかわ
`・

,・ |=多 (tプ )参 |li者 が、|「 び、

数珠を111き ます 仕lil丈 111岐 に 1)多 (の

参li旨 者が十二を,■ひ :ま (I しかし、 )年 )Li

の伝統で。F)´ )た お青El,1)ll、  りlif)|1与 代後
｀
11に オjこ ′Jイ )イ したゞ (4J l)tt/こ

|り |,台 年代なか |よナ
｀
ス;静、仕|||‖ 1lt1 1 11 11:|lj、

|'上
′
1lo)ili Lさ イtま したか、 |||「 |||()(111｀ス

「絲|ま |た 上イ(げ )f11に ljこ 声1イ )イ とるよう|こ ′」

:)ま した 終 |lik l:後 (||||||」 (|(「 )し )仕‖|‖

帽(1ま わすか |プが ()()()ノ、Lぃ う参|1旨 占てし

たが、 |1伐後し)i性叩1や |`,,十成1こ LLl)に 参

請占数は11ル li′た11、 」()1)||(li(｀ |¬茂15)。 )

仕‖||‖帽tで は1,()()ノノノ、を超 ;:_て tヽ まll

初|1旨に善)Liを 1:旨てるとイ|り l女 |よ引き

もきし
｀
,Jr、 「年)亡 l」

■ヽ げ)押llや ノiく (に子
`||「

」

を呻!む ブ、1),文 るこ L littち りよせん― lti楽

イ|:′ 11をデky)ろ ブ、び .Lυ )ソ亡、υ)な かは、 |十 1,

●1 11 11i i● ア| |:|:l l■ |:「  ●

戦後の善光寺御開帳参詣者数の変遷

(善光寺事務局による)(l11茶 ||ム |「 )

|「



上社前宮

上社本宮

(諏訪市博物館提供)

諏訪大社の位置

御神渡 りの神事  (諏訪市博物館提供)

諏訪大社には200余 を数える年中行事がある。なかでも独

特なものに、諏訪湖結氷の亀裂から、農作物の豊凶なとを

占う御神渡り (写真)や、蛙狩り、筒粥の神事、御頭祭、

お舟祭、御田植え祭なとがある.

下社秋宮

下社春宮

◆今の諏訪大社と神事

諏訪大社は、■つの社とμЧつのお宮か

らなります。諏訪湖をはさんで南に 11社、

北に ド社が対座しています。 11社には前

宮と本宮があり、下社には春宮と秋γfが

あります。古くからの呼び名、諏訪 11社・

諏訪下社は明治時代になり、国幣中社諏

訪神社に一時統合され、諏訪神社の ll社

とド社となりました。その後の神社格付

けで、大lT時代には官幣中社から官幣人

社へと昇格しました。戦後の社格制度廃

lllに 伴い、官幣大社の冠ははずされ、

「諏訪神社」となりましたが、1948年以

降は宗教法人「諏訪大社Jと 呼ばれてい

ます。

占代は狩猟農耕の神として、武 lfの 時

代は守護神として、現在は産業や交通安

全、縁結びの神として崇められています。

諏訪神社の分社は全国に 1万社以 Lも

あり、日本の代表的な神社といえます。

ヽ

tft..f"!: FI Ti
1- 7ii1r;i, '
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◆御柱祭

諏訪人社を象徴するまつりが御柱祭で

す。 7年に一度のまつりには諏訪地域、

諏訪社のある地域で,重要な地区行事となっ

ています。老いも若きもひとつになって、

まつりを執りおこないます。普段は遠く

に離れてしまった親戚縁者もこのまつり

をきっかけに実家に戻ってきて、久しぶ

りに集い、ご馳走を食べて、お酒を飲ん

だり語り合うひとときをすごします。

近年はこの奇祭に興味を持つ観覧者を

も含めまつりは盛り 11が ります。御柱祭

のときは知らない人も沿道の家に「lが り

こみ、一緒になってまつりを楽しみます。

御柱祭は今様に姿を変えながらも、み

なが集まり楽しいこと、苦しいことを語

り、明日へのプliき 方をそこで考え、学び、

悟り、あるべき姿や夢にむかって、祈る

機会であるのかもしれません。

諏訪大社、そして諏訪信仰はわれわれ

にとって、とても身近な「祈りJの存在

であるとも言えるのでしょう。

上社の里曳き

音は女人禁制て、女性は手も触れる事ができなかったが、

戦後は老若男女、観光客も自由に参加できるようになった(

子 ども木遣隊 とラ ッパ隊 (諏訪市博物館提供 )

「ここは木落とし、お願いたァ IJと いう木遣の声が響く

と、御柱は土煙をあげて一気に坂を下る。御柱をlllかす木

遣の一声、子ともたちも負けずに大声がでる (写真上).

ラッパ隊は戦時下の名残と思われるか、今でもやつばり御

柱祭には欠かせない (写真下)。

(人竹憲H′1)
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お宮参り

初詣

お正月 こは近所の氏神11で はIく 、善光寺なと著名で大き

な寺社へ初詣に行く人も多い.

:.′ 11

,II: ●Jグリ

新 しい葬送儀礼の考え方

無宗教での葬儲を希望する人もいう 自分か望む葬儀の内
容を、元気なうちに書き込む市販の本や冊子も刊行されて

いる.(井上治代名 2002年 1新・遺言ノートJ,

お墓 を守 る仕組み (読売新聞社提供)

字単位てお専を守る仕組みてはあく、清内路 tlは各家てt
暮を持たない総墓制 1-1寸―寺―萱|を とっている=清内

路村出身で萱京周辺にliむ ブ、たちは、郷里の習慣にならい

中京都八丁子市に共司暮地をつく ,/171

◆年中行事と信仰

みなさんは 1何か宗教を([:し ています

か?Jと |11われたら、なんと答えますか。

最近の新聞の |け論『調合によると、 イ;:じ
ている 123%に 対して、「イ|:じ ていない

人J75%で した。「十:せ なノ|:活 を送るう

えで、宗教は人切であると思う人J35%
に支ヽ|し て、|そ うは思わない |と 答えた

人は6()%と にヽう結舛tで した.

秘、たちの家のなかには伸相1や仁、111が IF:

かれ、‖∫のなかにはネ|1社やキ院が数多く

みらオlま づ. 人/li儀ネしやイlill l行 'liも 、 ||「

くからある数多くの行事が、現イI:に伝わ

ったものです。ネノ」I旨、お盆のお来参り、

F供の成1こを祈るお宮参
`)や
し′ilの お

祝い、人が亡くなったI場合のお葬」くなど

にその様 1・がうかがえます.

しかしこのような行 `11を 、私たちは11ギ

俗や1'ルIItと してとらえていて、そのなか

にこめられた「祈りJの意味をあまり意

識することはありません「



仏教関係のベス トセラー

五木 寛之著
1998年 『大河の一滴』

瀬戸内寂聴書
1999年 『寂聴 仏教塾』
梅原  猛著
2002年『梅原猛の授業 仏教』

「初日の出、万歳」

(長野市 小山実氏撮影
森将軍tti古墳 (千曲市)

む人llと ,,

252万 5千部

30万部

19万部

千山市観光協会提供)

の上で、初日の出を拝

◆祈る心

しかし一方で、「ネ中や仁、にすがりたい

と思ったことがある人 |は 5‐1%に のばり

ました。仏教関連の本がベストセラーに

なり、座禅や写経の会に参加する人や、

滝行などの厳しい修行を体験 しようとす

る人の数も増えています。

「伸仏に頼りたいJ「′亡ヽの安 らぎをイll

たいJと 願う人の数は、少なくはないよ

うです.

ご来)Lを |liん だり、合格を祈原貞したり、

」「ネ11に絵馬を本納する、また町のなかに

祭られた道祖れ||に そっと
「
をあわせる

「祈るソ亡、Jは、現在も程、たちの心のなか

に′忠づいているのです。

(lilll英 r)

来 (文中%は、読売新間2005年 9月 2日 「宗教J本社全国
世論調査より)

絵馬

神社や寺院の境内に、 さまさまな願いが言かれて吊り下 ,
ら11,た もの

`,

道祖神に手をあわせる
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著者・編者

諏訪教育会

坂井衡平

信濃毎日新聞社

長野県教育委員会

宮坂光昭・浅川清栄

長野県教育委員会

長野県教育委員会

長野県

郷土出版社編集部

郷土出版社編集部

長野県

諏訪市史編纂委員会

宮坂光昭

熊谷元一

松本市教育委員会

長野県立歴史館編

川上村誌刊行会

長野市立博物館

小林計一郎

信濃毎日新聞社

戸隠神社

佐久市教育委員会

小林純子

五味文彦

長野市立博物館・真田宝物館

井原今朝男

国立歴史民俗博物館

長野県埋蔵文化財センター

飯田市美術博物館

高山村誌編纂委員会

浅科村史編纂委員会

倉澤正幸ほか

『諏訪の近世史』

『善光寺史』上・下

『諏訪大社』

『歴史の道調査報告書 |||一北国街道―』

『図説・諏訪の歴史』上

『歴史の道調査報告書∨|一善光寺道一』

『歴史の道調査報告書Ⅶ一伊那街道 (三州街道)一』

『長野県史 考古資料編』

『激動の写真ドキュメント長野県民一〇〇年史』第四巻

『信州の仏教寺院』第 ||1巻

『長野県史 通史編』第三巻

『諏訪市史』中巻

『諏訪大社の御柱と年中行事』

『熊谷元一写真全集』第一巻 [戦前編]

『松本市高宮遺跡』

『信濃の風土と歴史③ 中世の信濃』

『川上村誌資料編 秋山 川上百樹家文書』中

『第45回特別展 村人の祈りと集いの場～お堂の役割を探る～』

『善光寺史研究』

『諏訪人と風土』

『図録 戸隠信仰の世界』

『聖原遺跡第 2分冊』

「講演要旨 諏訪信仰と御柱」 (『須高』第59号所載)

『中世社会と現代』

『川中島の戦い いくさ。こころえ。祈り』

『中世民衆と寺院』

『国立歴史民俗博物館資料調査報告書一四

戦争体験の記録と語りに関する資料調査二』

『長野県埋蔵文化財センター年報』20

『中世信濃の名僧』

『信州 高山村誌』第二巻

『浅科村史』

『信濃の古代 。中世の仏教文化と関係遺跡』

諏訪教育会

長野市教育会

信濃毎日新聞社

長野県教育委員会

郷土出版社

長野県教育委員会

長野県教育委員会

長野県史刊行会

郷土出版社

郷土出版社

長野県史刊行会

諏訪市

郷土出版社

郷土出版社

松本市教育委員会

川上村教育委員会

長野市立博物館

信濃毎日新聞社

信濃毎日新聞社

戸隠神社

佐久市教育委員会

須高郷土史研究会

山川出版社

長野市立博物館。真田宝物館

臨川書院

国立歴史民俗博物館

長野県埋蔵文化財センター

飯田市美術博物館

高山村誌刊行会

浅科村史刊行会

上田市立信濃国分寺資料館

1966

1969

1980

1980

1980

1981

1981

1982

1984

1986

1987

1988

1992

1994

1994

1997

1999

2000

2000

2003

2003

2003

2004

2004

2004

2004

2004

2004

2005

2005

2005

2005



青木廣安

秋山久衛

安養寺

飯田市教育委員会

飯田市美術博物館

井口喜源治記念館

上杉神社

上田市教育委員会

上田市立博物館

上田市立信濃国分寺資料館

雲峰寺住職 佐竹明心

大町市教育委員会

小口哲男

奥村賢三

小谷村教育委員会

郷土出版社

熊谷元一

熊谷元―写真童画館

倉澤正幸

倉田一雄

慶應義塾大学三田メディアセンター

光明寺 (天野義光)

小林純子

小林真寿

近藤克則

坂城町教育委員会

佐久市教育委員会文化財課

島田喜八

島田哲男

常安寺

定額山甲斐善光寺

諏訪市教育委員会

諏訪市博物館

諏訪大社上社本宮社務所総務課

善光寺事務局

高野弘太郎

大雄寺

武水別神社

知恩院文化財保存局

千曲市更埴観光協会

千葉県いすみ市清水寺

長念寺

東京大学史料編纂所

戸隠神社

富山県立山博物館

中野市教育委員会

長野県埋蔵文化財センター

長野市立博物館

長野日報社

仁科神明宮

羽毛田卓也

波田町教育委員会

北信□一カル

町田勝則

松本市教育委員会

南アルプス市教育委員会

宮川孝男

読売三ュース写真センター

霊泉寺

和田守



この本を読んでもっと知りたいことが出てきたら、ぜひ県立歴史館へ来てください。

収蔵している資料の閲覧ができますし、館にある書籍で詳しく調べることもできます。

また専門の職員がみなさんの質問にお答えをしています。

最後に本書のために、貴重な写真や資料などを快くご提供くださった多くの方がたに

厚くお礼申し上げます。

2006奪瑠月

長野県立歴史館

伊 藤 友 久

岡 村  秀  雄

児 玉 卓 文

霜 田 英 子

中 條  昭 雄

水 沢 教 子

大  田  典

唐  澤

小  秒0 義

滝  澤  正

成  竹  精

宮  下  健

竹  憲

山奇

井  健

和

内  敏

石  正

大  橋

黒  岩

下  崎

田  村

本  多

昌  人

龍  也

誠  ―

栄  作

得  爾

昭

保

次

隆

治

行

大

川

酒

谷

堀

村

孝

敏

男

幸

一

司

開 館 時 間

休  館  日

常設展観覧料

交 通 案 内

午前 9時～午後 5時 (入館は午後 4時 30分まで)

毎週月曜日 (祝日、振替休日にあたるときは火曜日)と祝日の翌日

12月 28日～ 1月 3日、その他館長の定める日

一般300円 (200円 )、 高 。大学生150円 (100円 )、 小 。中学生70円 (50円 )/( )内 は団体20名以上

次に該当する場合は観覧料が無料となります。

・小 。中・高 。自律学校生が土曜日、日曜日、国民の祝日及び振替休日に観覧するとき。

。身体障害者手帳などの交付を受けている方と介護の方が観覧するとき。

・県内の小 。中 。高校生が学校の教育活動として観覧するとき。この場合申請が必要であり、申請書類は当館

ホームベージでも手に入れることができます。

しなの鉄道屋代駅から徒歩25分、屋代高校前駅から徒歩25分

長野電鉄屋代線東屋代駅から徒歩20分

長野自動車道更埴|.Cか ら車 5分

高速道路バス停「上信越道 屋代」から徒歩 3分

長野県立歴史館

信濃の風土と歴史⑫

いのる人びと一信仰と祭 リー
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